
（北多摩南部） 構想区域の特徴【高度急性期】 

【出典】 必要病床数等推計ツール 

1 北多摩西部 111.0人/日 

2 南多摩 103.5人/日 

3 北多摩北部 92.9人/日 

1 区西南部 43.9人/日 

2 区中央部 41.0人/日 

3 区西部 40.5人/日 

流 入 流 出 

医療機関所在地 
ベース 

1072.2人/日 
※2040年：1137.8人/日 

患者住所地 
ベース 

724.3人/日 
※2040年：809.1人/日 

347.9人/日流入 

（流入）      566.9人/日 
（流出）   △ 219.0人/日 

※ 自構想区域完結率：北多摩南部に住所地を持つ患者が、北多摩南部の医療機関に入院している割合 
※ 必要病床数等推計ツールでは、患者等の集計単位が10未満の場合非公表となっている。そのため、本資料では10未満の数値については未集計である。 
 

1／4 

2 0 2 5 年推計患者数 

流 出 入 の 状 況 

≪凡例≫ 

47.1% 

自構想区域 
患者割合 

（南多摩） 
9.6％ 

（北多摩西部） 
10.4％ 

（北多摩北部） 
8.7％ 

自構想区域 
完結率 

（区中央部） 
5.7％ 

（区西南部） 
6.1％ 

（区西部） 
5.6％ 

69.8% 

（ 流 入 ） 構想区域内の患者割合 

都内隣接区域 43.4％            

（流出）構想区域内在住の患者入院先 

都内隣接区域 
18.4％            

○ 流入超過の構想区域であり、多摩地域の構想区域からの流入 
   が多く、流入患者の59%にあたる。 
○ 自構想区域完結率は69.8%と多摩地域で最も高く、都内隣接区 
   域を含むと88.2%である。 
○ 多摩地域で唯一、大学病院本院が所在する。  

都内隣接区域を含む完結率 : 88.2% 

参考資料 ２－６ 



（北多摩南部） 構想区域の特徴【急性期】 

【出典】 必要病床数等推計ツール 

流 入 

1 北多摩西部 197.4人/日 

2 南多摩 181.3人/日 

3 北多摩北部 160.9人/日 

流 出 

1 区西南部 128.1人/日 

2 区西部 97.6人/日 

3 区中央部 90.0人/日 

医療機関所在地 
ベース 

2408.3人/日 
※2040年：2692.9人/日 

患者住所地 
ベース 

2013.2人/日 
※2040年：2308.4人/日 

395.2人/日流入 

（流入）       986.6人/日 
（流出）   △   591.4人/日 

※ 自構想区域完結率：北多摩南部に住所地を持つ患者が、北多摩南部の医療機関に入院している割合 
※ 必要病床数等推計ツールでは、患者等の集計単位が10未満の場合非公表となっている。そのため、本資料では10未満の数値については未集計である。 
 

2／4 

2 0 2 5 年推計患者数 

流 出 入 の 状 況 

○ 流入元・流出先は高度急性期と同様の傾向であり、流入元の 
     57％を多摩地域、流出先の58％を区部が占めている。 
○ 自構想区域完結率が70.6%と高く、都内隣接区域を含むと90.0% 
   である。  

≪凡例≫ 

（南多摩） 
7.5％ 

（北多摩西部） 
8.2％ 

（北多摩北部） 
6.7％ 

59.0% 

自構想区域 
患者割合 

自構想区域 
完結率 

（区中央部） 
4.5％ 

（区西南部） 
6.4％ 

（区西部） 
4.8％ 

70.6% 

（ 流 入 ） 構想区域内の患者割合 

都内隣接区域 34.4％            

（流出）構想区域内在住の患者入院先 

都内隣接区域 
19.4％            

都内隣接区域を含む完結率 : 90.0% 

参考資料 ２－６ 



（北多摩南部） 構想区域の特徴【回復期】 

【出典】 必要病床数等推計ツール 

流 入 

1 北多摩西部 181.3人/日 

2 北多摩北部 175.4人/日 

3 南多摩 161.2人/日 

流 出 

1 区西南部 143.3人/日 

2 区西部 98.1人/日 

3 北多摩西部 74.0人/日 

医療機関所在地 
ベース 

2372.8人/日 
※2040年：2713.1人/日 

患者住所地 
ベース 

2028.8人/日 
※2040年：2379.1人/日 

344.0人/日流入 

（流入）      986.4人/日 
（流出）   △ 642.4人/日 

※ 自構想区域完結率：北多摩南部に住所地を持つ患者が、北多摩南部の医療機関に入院している割合 
※ 必要病床数等推計ツールでは、患者等の集計単位が10未満の場合非公表となっている。そのため、本資料では10未満の数値については未集計である。 
 

3／4 

2 0 2 5 年推計患者数 

流 出 入 の 状 況 

≪凡例≫ 

58.4% 

自構想区域 
患者割合 

（南多摩） 
6.8％ 

（北多摩西部） 
7.6％ 

（北多摩南部） 
7.4％ 

自構想区域 
完結率 

（区西南部） 
7.1％ 

（区西部） 
4.8％ 

（北多摩西部） 
3.6％ 

68.3% 

（ 流 入 ） 構想区域内の患者割合 

（流出）構想区域内在住の患者入院先 

都内隣接区域 34.6％            

都内隣接区域 22.5％            

○ 流入元・流出先は高度急性期と同様の傾向である。 
○ 自構想区域完結率が68.3%で、都内隣接区域を含むと90.8%であ 
    る。  
○ 回復期リハビリテーション病床は、人口10万対で都平均１．2倍 

都内隣接区域を含む完結率 : 90.8% 

参考資料 ２－６ 



（北多摩南部） 構想区域の特徴【慢性期】 

【出典】 必要病床数等推計ツール 

流 入 

1 南多摩 130.2人/日 

2 北多摩西部 98.5人/日 

3 区西部 87.2人/日 

流 出 

1 南多摩 420.5人/日 

2 北多摩北部 104.1人/日 

3 西多摩 88.1人/日 

医療機関所在地 
ベース 

1426.5人/日 
※2040年：1584.6人/日 

患者住所地 
ベース 

1769.9人/日 
※2040年：2066.1人/日 

343.3人/日流出 

（流入）     702.2人/日 
（流出）   △ 1045.5人/日 

※ 自構想区域完結率：北多摩南部に住所地を持つ患者が、北多摩南部の医療機関に入院している割合 
※ 必要病床数等推計ツールでは、患者等の集計単位が10未満の場合非公表となっている。そのため、本資料では10未満の数値については未集計である。 
 

4／4 

2 0 2 5 年推計患者数 

流 出 入 の 状 況 

≪凡例≫ 

50.8% 

自構想区域 
患者割合 

（南多摩） 
9.1％ 

（北多摩西部） 
6.9％ 

（区西北部） 
6.1％ 

自構想区域 
完結率 

（西多摩） 
5.0％ 

（南多摩） 
23.8％ 

（北多摩北部） 
5.9％ 

40.9% 

（ 流 入 ） 構想区域内の患者割合 

（流出）構想区域内在住の患者入院先 

都内隣接区域 35.6％            

都内隣接区域 42.9％            

○ 流出患者のうち、南多摩に流出している割合が40%と突出して高 
    い。 
○ 流入の上位構想区域は隣接区域となっている。 
○ 医療療養病床の高齢者人口１０万対の病床数が、多摩地域の  
   構想区域では唯一、都平均を下回る。  

都内隣接区域を含む完結率 : 83.8% 

参考資料 ２－６ 


